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R4.6.21 第14回 公共調達シンポジウム

総合評価落札方式における
生産性向上の取組評価

国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント研究センター
社会資本マネジメント研究室
〇星野 誠 木村 泰 中洲 啓太

内 容
１．はじめに
２．総合評価落札方式の課題
３．多様な入札の取り組み
４．生産性向上の試行の取り組み
５．おわりに
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総合評価落札方式の導入経緯

昭和２２年 会計法 施行
一般競争（指名競争等の適用を認める）
最低価格の原則

昭和６０年頃～ 外国企業の市場参入圧力，談合事件
“透明性・公正性・競争性の確保”

一般
競争
入札

総合
評価
落札
方式

指名
競争
入札 価格

競争

平成５年 「一般競争入札」試行工事
平成７年 WTO政府調達協定

（直轄工事は４５０万SDR以上対象)
“競争激化による低入札増・工事品質低下の懸念”

平成１０年 「総合評価落札方式」試行工事
（今井一号橋撤去工事 関東地方整備局発注）

平成１４年 技術提案を点数評価
平成１７年 品確法（公共工事の品質確保の促進に関する法律）施行

「価格」以外に「品質」も確保
→ 直轄の全工事に総合評価落札方式を適用

平成２５年 二極化（技術提案評価型，施工能力評価型）価格+品質

価格

落札者決定競争参加者

指定

希望者
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●国土交通省直轄工事の総合評価落札方式 【除算方式】

評価値＝
技術評価点

入札価格

評価値(傾き)の最も高い者＝落札者（ただし予定価格の範囲内）

●総合評価落札方式：
「価格」と「価格以外の要素（品質等）」を総合的に評価して落札者を決定する方式

総合評価落札方式について

入札価格

予
定
価
格

①標準点
(100点)

②加算点
(10～60点)

A者
失格

B者
落札者

C者

技
術
評
価
点

評価値
＝ ①標準点 ＋② 加算点

① 標準点： 競争参加資格の最低限の要求要件を満足する者に100点付与
（競争参加資格は，入札公告等に示す）

② 加算点： 技術提案の内容を審査して付与
（求める技術提案と評価方法は，入札公告等に示す）

技術評価点
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施工能力評価型 技術提案評価型

Ⅱ型 Ⅰ型 S型 AⅢ型 AⅡ型 AⅠ型

総合評価落札方式のタイプ

標準案に基づき作成 技術提案に基づき作成

簡易な施工計画
技術
提案
内容

予定
価格

評価
方法

企業・技術者の能力等（実績）を点数評価

簡易な施工計画を
可・不可の二段階で評価 技術提案を点数評価

施工上の特
定の課題等
に対する工
夫等

部分的な
変更

工事目的物の設計変更や
高度な施工技術等

対象
工事

複数の
有力案

通常案は満
足できない

技術的工夫の余地が少ない工事 技術的工夫の余地が大きい工事

国土交通省直轄工事の総合評価落札方式のタイプ（H25年 二極化）

小← 工事規模 →大
低← 工事難易度 →高
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総合評価落札方式の適用状況

○ 総合評価落札方式は，競争入札のうちほぼすべての工事に適用（97.4％）
〇 総合評価タイプ別は，施工能力評価型 （Ⅱ型）件数ベース７９％ （Ⅰ型）も含め９５％
技術提案評価型 (S型） 金額ベース２７％ （A型）適用なし
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国土交通省直轄工事の総合評価落札方式の実施件数（平成17年度～令和２年度）

総合評価落札方式の実施件数 総合評価落札方式の適用率

施工能力評価型（Ⅱ型）
6,262 

施工能力評価型（Ⅱ型）
8,963 

施工能力評価型（Ⅰ型）
1,285 

施工能力評価型（Ⅰ型）
2,495 

技術提案評価型（S型）対象外, 189 

技術提案評価型（S型）対象外, 1,286 

技術提案評価型（S型）WTO対象, 195 
技術提案評価型（S型）

WTO対象, 2,930 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施件数（件）

実施金額（億
円）

国土交通省直轄工事の総合評価のタイプ別実施状況（令和２年度）
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総合評価落札方式における生産性向上の取組評価

内 容

１．はじめに

２．総合評価落札方式の課題

３．多様な入札の取り組み

４．生産性向上の試行の取り組み

５．おわりに
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○ 契約タイプ別は，ＷＴＯ対象の技術提案評価型（S型）は１５者前後で推移
その他のＳ型，施工能力評価型は，５～７者程度で推移

〇 工事種別別は，工事種別によって，入札参加者数が多い工種，少ない工種がある
「一般土木」，「Ａｓ舗装」，「鋼橋上部」 は7～９者程度
「維持修繕」，「通信設備」，「機械設備」は２～３者程度

競争参加者数（総合評価タイプ別）

競争参加者数の状況

競争参加者数（工事種別別）

令和２年度
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競争参加者の多い工事

競争参加の少ない工事

予定価格と競争参加者数 （一般土木工事 令和２年度）

予定価格と競争参加者数 （維持修繕工事 令和２年度）

競争参加の少ない工事

〇一般土木工事は，競争参加者が比較的多い ⇒総合評価（一般競争）
〇維持修繕工事は，競争参加者が少ない状況

競争参加社数の状況 （一般土木，維持修繕）
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入札説明書の例

各入札毎に行う膨大な資料作成や評価は
受発注者ともに負担

総合評価の受発注者負担

データベースやシステム整備により省力化できないか
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○ 総合評価落札方式（一般競争）は，一般競争入札は，自由に手を挙げることが可能
⇒工事によって入札参加者数に偏り（不調・不落，１者入札）

競争参加者数の偏り

競争激化

指名競争入札

一般競争・総合評価の
導入

指名を待つ

各施工会社発注者
指名を受けるため
発注者へ接近

誰でも参加可能

施工実績や成績，地域性
を考慮し，入札参加資格を満たす
入札参加者を指名．
入札価格で落札者を決定

不調・不落，
１社入札の発生

一部工事に
参加希望者偏り

入札参加

談合防止対策

入札価格と品質等（技術提案，
施工実績や成績，地域性）総合
評価し落札者を決定

工事規模，工事種別，施工難易度，
地域性，発注時期

10

R4.6.21 第14回 公共調達シンポジウム

4
1

0
6

3
3

5
20

6
9

2
11

3
2

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

設計図書不整合

法律・基準等の改正

不可抗力

その他

隣接工区の工事進捗状況

用地の契約状況

作業用道路・ヤード

関係機関協議

地元協議

地中障害物

その他

地質・土質条件

河川水、湧水・地下水

気象・海象

自然
条件

社会
条件

その他

気象・海象
河川水，湧水・地下水

地質・土質条件
その他（環境等）

地中障害物
地元協議

関係機関協議
作業用道路・ヤード
用地の契約状況

隣接工区の工事進捗状況
その他（処分場等）

不可抗力
法律・基準等の改正

図書不整合

件

〇多くの工事で，施工段階に何らかのリスク発生
○技術提案には履行義務があるので，入札参加者に見通せないリスクは問題

リスクの発生状況 技術提案評価型（A型）

リスクの発生状況 技術提案評価型（A型）

リスク発生件数
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〇多くの工事で，施工段階に何らかのリスク発生
○施工上の工夫等に関する技術提案を求める（S型）は，リスクを避けた要素技術の提案が多い

リスクの発生状況 技術提案評価型（S型）

0
8

36
2
2

8
8

14
0
1

4
6

0
20

0 10 20 30 40 50

気象・海象

河川水、湧水・地下水

地質・土質条件

その他

地中障害物

地元協議

関係機関協議

作業用道路・ヤード

用地の契約状況

隣接工区の工事進捗状況

その他

不可抗力

法律・基準等の改正

図書不整合

自然
条件

社会
条件

その他

気象・海象
河川水，湧水・地下水
地質・土質条件
その他（環境等）
地中障害物
地元協議
関係機関協議
作業用道路・ヤード
用地の契約状況
隣接工区の工事進捗状況
その他（処分場等）
不可抗力
法律・基準等の改正
図書不整合

件

リスクの発生状況 技術提案評価型（S型）
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施工時のリスクへの対応 技術提案評価型（A型，S型）

詳細設計実施
関係機関，地元との協議

各施工会社

発注者

技術提案検討時のリスク
●対外協議での可否
（入札参加者はコントロール不可）

●詳しい地元状況等
●現地適用性確認
（裏付け確保の設計検討作業の負担）

施工段階 リスク発生

技術資料提出
入札

工事の入札公告
入札説明書配布

総合評価
落札者決定

工事費精算
工事成績評価

設計変更等

履行義務

リスクの大きい工事は
技術提案交渉方式（ECI）へ移行
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工事成績の状況

〇工事成績評定点の平均は，経年的に上昇傾向
（工事成績や表彰を総合評価の評価対象としている事が，インセンティブとして働く）
〇工事の品質向上に伴い，競争性を高める取り組みも可能な環境

工事成績の推移

14

R4.6.21 第14回 公共調達シンポジウム

工事成績の状況

〇全体的には調査基準価格以上の８０点前後に集中
〇低入札の工事は，落札率低下により工事成績は若干低下

落札率と工事成績（令和２年度）
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落札者：92.4%

非落札者：94.2%
調査基準価格率：

90.9%
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者
数

入札率（入札価格÷予定価格）

非落札者：1440者
落札者：139者

落札者：92.6%

非落札者：96.0%調査基準価格率：
90.0%
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非落札者：377者
落札者：76者

落札者：92.7%

非落札者：93.6%調査基準価格率：

89.7%
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非落札者：2751者
落札者：1065者

落札者：93.3%

非落札者：95.0%
調査基準価格率：

89.4%

0

2000

4000

6000

80% 90% 100% 110% 120%

入
札
参
加
者
数

入札率（入札価格÷予定価格）

非落札者：14679者
落札者：6115者

〔施工能力評価型（Ⅱ型）〕

〔施工能力評価型（Ⅰ型）〕

〔技術提案評価型（S型）〕

〔WTO技術提案評価型（S型）〕

工事件数：6,115件
平均工事規模(予定価格)：168百万円

平均入札参加者数：3.4者

工事件数：1,065件
平均工事規模(予定価格)：233百万円

平均入札参加者数：3.6者

工事件数：76件
平均工事規模(予定価格)：403百万円

平均入札参加者数：6.0者

工事件数：139件
平均工事規模(予定価格)：2239百万円

平均入札参加者数：11.4者

〇 WTO対象技術提案評価型（S型）の落札者は，調査基準価格付近に集中
⇒入札価格は，殆ど差がない（官積算の推定精度高い）

入札価格の状況 （総合評価のタイプ別）

総合評価タイプ別の落札率，入札率の状況 （令和２年度）
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入札価格 調査基準価格付近に張り付き

実行予算割振り

官積算
（歩掛・単価非公表）

官積算の
歩掛・単価の公表

各社実績等による
工事費必要額積算

官積算を推測
（工事費必要額？）

調査基準価格付近に入
札価格張り付き

各施工会社

談合防止対策

発注者 予定価格を探るため
発注者へ接近

入札

差額は下請け会社や
賃金にしわ寄せ懸念

官積算の推測可能

支払い賃金調等調査

工事費必要額積算

入札

入札

支払い実態等を
確認する行為

適正化
ダンピング防止
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〔施工能力評価型（Ⅱ型）〕

〔施工能力評価型（Ⅰ型）〕

〔技術提案評価型（S型）〕

〔WTO技術提案評価型（S型）〕

工事件数：3,828件
平均工事規模(予定価格)：184百万円

平均入札参加者数：4.7者

工事件数697件
平均工事規模(予定価格)：245百万円

平均入札参加者数：4.8者

工事件数：51件
平均工事規模(予定価格)：506百万円

平均入札参加者数：8.2者

工事件数：133件
平均工事規模(予定価格)：2225百万円

平均入札参加者数：11.8者

〇 技術提案評価型（S型）WTO対象は技術評価点の得点差がつきにくい

技
術
提
案

施
工
計
画

企
業
・
技
術
者
の
能
力
等
（
施
工
実
績
等
）

総合評価対象技術評価点の得点率差（得点率 1位ー２位） （令和２年度）

技術評価点の状況
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技術提案評価型（S型）WTO対象 技術評価点の状況

技術提案評価型（S型）WTO対象 の技術評価点 技術提案評価型（S型）WTO対象

落札状況

〇 落札者と非落札者の得点差が小さい状況が継続
〇 技術評価点の最高得点落札94%，最低価格落札36％（入札価格差小）
〇 技術提案評価型（S型）WTO対象（施工上の課題に関する技術提案）
⇒要素技術の提案が主で、技術評価点の得点差がつきにくい
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総合評価落札方式における生産性向上の取組評価

内 容

１．はじめに

２．総合評価落札方式の課題

３．多様な入札の取り組み

４．生産性向上の試行の取り組み

５．おわりに
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技術提案・交渉方式（ECI 技術協力・施工タイプ）の手続の流れ

優先交渉権者
選定

設計者・施工者間の調整
費用の妥当性検討 監督・検査

施工者施工者

発注者発注者

設計者設計者 設計設計

契
約
契
約

技術協力・見積り 施工

価格交渉

技術提案

合意契
約
契
約

契
約
契
約

発注図書
作成

設
計
成
果

↑早期に工事着手↑リスク対処

↓BIM/CIMモデル等の共有容易
↓施工者の実施工法を特定した設計可
施工者の知見

技術提案・交渉方式による設計～施工

↑施工協議

現地確認

設計・施工分離方式（総合評価など）の手続の流れ

監督・検査

施工者施工者

発注者発注者

設計者設計者 設計設計

契
約
契
約

施工
三者協議三者協議
現地確認

施工用の設計

発注図書
作成

技術提案

変更
契約
変更
契約

三者協議三者協議

追加
工事
追加
工事

三者協議
施工協議

契
約
契
約

工事費積算
総合評価

設
計
成
果

↑設計完成後に工事発注 ↑リスク発生↑

↓一般的な施工方法を前提（競争性確保）・・・架空の設計
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〇設計段階の技術協力業務で，多くのリスクを対処．施工者の意見を反映した設計で工事発注
〇施工段階で発生したリスクは少ない

リスクの発生状況 技術提案・交渉方式（ＥＣＩ）

1
1

0

0
1

1
0

1
4

7
0

4
8

15
4

1
1

0
3

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

気象・海象

河川水、湧水・地下水

地質・土質条件

その他

地中障害物

地元協議

関係機関協議

作業用道路・ヤード

用地の契約状況

隣接工区の工事進捗…

その他

不可抗力

法律・基準改正

図書不整合

リスク発生件数 リスク対処件数

自然
条件

社会
条件

その他

気象・海象
河川水，湧水・地下水
地質・土質条件
その他（環境等）
地中障害物
地元協議
関係機関協議
作業用道路・ヤード
用地の契約状況
隣接工区の工事進捗状況
その他（処分場等）
不可抗力
法律・基準等の改正
図書不整合

件

リスクの発生状況 技術提案・交渉方式（ＥＣＩ）

リスク発生件数
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○ 災害復旧の応急復旧，本復旧で緊急対応が必要な場合
総合評価（一般競争）は，契約手続きに時間を要する “人命や社会経済への影響大”
→ガイドラインで随意契約，指名競争の適用を明確化 迅速に契約して即対応

災害復旧等，緊急対応が必要な工事等の入札方式

災害復旧における入札方式適用の考え方

(災害復旧における入札契約方式の適用ガイドライン 2021.5改正)
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フレームワーク方式の導入

フレームワーク方式の概要

(公共工事の入札契約方式の適用に関するガイドライン 2022.4改正 一部追記)

②フレームワーク
企業の選定

③工事発注Ⅰ
（競争入札）

④工事発注Ⅱ
（随意契約）

①参加希望の意思確認
（フレームワーク企業の公募）

提出
基本情報，施工能力等

公募
発注見通し

選
定

参加希望者 フレームワーク企業

○ 地域性や工事内容により競争参加者が限定される工事 （地域の維持管理や防災対策等）
工事受注の見通しがないと，新規投資や新規雇用につながりにくい
（建設労働者の高齢化，会社の事業継続性に課題）

→フレームワーク企業は，一定期間の受注見通し確保
若者の雇用・新規投資，事業体制の維持，DXなど新しい取り組み推進
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工事の性格，地域の実情に応じた入札方式の選択

発注者が仕様を
定められないリスク
のある工事

緊急性を要する工事

入札参加者が限定
される工事

一般競争入札
総合評価落札方式

(国土交通省直轄工事における総合評価落札方式の運用ガイ
ドライン 2013.3 )

一般競争入札
総合評価落札方式

技術提案・交渉方式
[ECI]

(国土交通省直轄工事における技術提案・交渉方式の運用ガイドラ
イン 2020.1改正)

随意契約等
（災害協定の活用）

(災害復旧における入札契約方式の適用ガイドライン 2021.5改正)

指名競争入札

上記以外の工事

フレームワーク方式[FW]
（長期指名候補者を公募）

※指名競争入札以外も適用可能

生産性向上可能

多様な入札方式現 状

〇競争の難しい工事（リスク，緊急性，不調・不落の懸念が多い） ⇒多様な入札契約の活用
〇競争の容易な工事（リスク，緊急性，不調・不落の懸念が少ない） ⇒総合評価の適用を基本
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総合評価落札方式における生産性向上の取組評価

内 容

１．はじめに

２．総合評価落札方式の課題

３．多様な入札の取り組み

４．生産性向上の試行の取り組み

５．おわりに
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○建設現場の生産性を向上させるi-Constructionの推進に加え，新型コロナウイルス感染症対策を契機とした
非接触・リモート型の働き方への転換をはじめとした，インフラまわりのデジタル化・スマート化を図るためのイ
ンフラ分野のデジタル・トランスフォーメーション（DX）のより一層の推進が課題．
○こうした状況を踏まえ，国交省の直轄土木工事の入札時の総合評価において，
－技術提案評価型（Ｓ型）では，ICT活用等による生産性向上の取組に関する技術提案を求める試行
－施工能力評価型（Ⅰ型）では，ICT活用等による生産性向上の取組について施工計画に記載を求める試行
を行い，ICT活用等による生産性向上の取組の一層の推進や普及を図る．

R3.11.15 【通知】総合評価における生産性向上の
評価の試行 記者発表資料別添

生産性向上の取り組みを評価する総合評価の試行
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生産性向上の取り組みを評価する総合評価の試行

総合評価タイプ 技術提案評価型（S型） 施工能力評価型（Ⅰ型）
目的 生産性向上の推進のため，ICT活用等

による生産性向上に関する技術提案
を設定

ICT活用等による生産性向上とそ
の普及につなげるため

対象工事 入札参加者が多く見込まれる工事，
同一工種の施工量が大きく生産性向
上の効果が大きいと想定される工事

発注者指定型のICT活用工事

実施方法 複数求める提案のうち１つを，
施工の効率化や省力化に関する提案，
労働環境の改善に関する提案，情報
通信技術（ICT）の活用等による生産
性向上に関する提案 等に係る技術
提案として求める．
→段階的評価基準により点数で評価

簡易な施工計画で従来から記述を
求めている事項に，施工の効率化
や新技術の活用による生産性向上
等の記述を求める
→記載内容の妥当性の有無で評価

■試行の通達 令和３年１１月１５日 大臣官房会計課長，技術調査課長 北海道局予算課長
「総合評価落札方式における生産性向上の取組評価の試行について」

試行の実施方法
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技術提案の対象と想定される提案の例

○指定テーマ ： 本工事におけるＩＣＴ活用等による生産性向上に資する事項
技術提案項目： 本工事の現場施工または施工管理において，ICT活用等による効率化・省力化に繋がる

取組について最大１提案
〇評価対象外：

・ 国土交通省制定の３次元データやＩＣＴを活用する施工管理要領に示されている技術の提案
・ 発注者があらかじめ指定した工法や技術に関する提案（ＢＩＭ/ＣＩＭを含む）
・ 映像のみによる遠隔臨場の実施提案 ・ 作業員の健康管理に関する提案 ・ 安全管理に関する提案

※東北地方整備局の入札説明書設定例

【例４】デジタル画像技術等を活用した計測・
測定作業の省人化，効率化

【例３】ＢＩＭ／ＣＩＭモデルを活用した
施工手順・工程管理等の効率化

【例２】３次元計測技術等を活用した施工管理
（余掘り量管理ほか）

【例１】ＩＣＴ・ＡＩ・５Ｇ等を活用した
機械施工の自動化・無人化

提案対象： 施工及び施工管理において，効率化・省力化につながる取組
ＩＣＴ・ＩｏＴ・ＡＩの活用， ３次元測量・計測， ＢＩＭ/ＣＩＭ活用（発注者指定の活用項目を除く）

プレキャストの活用， 新技術の活用， その他生産性向上に資する取組
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一般土木
（トンネ
ル）, 8件

一般土木（その他）, 
20件

鋼橋上部工事, 
16件

プレストレスト・コンクリート工事, 2件

セメント・コンクリート舗装工事, 1件

しゅんせつ工事, 1件

暖冷房衛生設備工事, 2件

工事種別毎の件数

技術提案評価型S型
（WTO対象）, 43件

技術提案評価型S型
（WTO対象外）, 2件

施工能力評価型Ⅰ型, 
4件

総合評価方式タイプ別の件数

○入札時の総合評価で生産性向上の取り組みを評価する試行は，R3年度に７地方整備局で５０件実施）
〇総合評価のタイプは，技術提案評価型S型（WTO対象）が約９割
施工能力評価型Ⅰ型は４件（８％）
〇工事種別は，一般土木，鋼橋上部工事の２工種で約９割を占める

入札時に生産性向上の取組を評価する試行状況

82東北
11件

83関東
21件

84北陸
1件

86近畿
4件

87中国
5件

88四国
1件 89九州

7件

整備局毎の件数
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生産性向上の評価テーマ対象

生産性向上の試行の取組評価事例

工事種別 生産性向上の評価テーマ対象 S型 Ⅰ型

一般土木
（トンネル）

本工事の現場施工・施工管理 4件
トンネル本体工，トンネル内での施工 3件
トンネル掘削工または運搬工 1件

一般土木
（その他）

本工事の現場施工・施工管理 2件 4件
深層混合処理工 1件
杭施工 1件
鋼管矢板，鋼管矢板基礎工，鋼管矢板擁壁工 5件
ニューマチックケーソン施工 1件
水門本体工，樋門本体工の現場施工・施工管理 2件
消波ブロック施工 1件
放流設備施工 1件
水上施工 1件
工事用道路における安全対策 1件

鋼橋上部工事 鋼橋架設工の現場施工・施工管理 14件
現場架設後の橋梁上部工出来形管理 2件

プレストレスト・コンク
リート工事

PC桁製作工 1件
橋梁上部工の鉄筋の出来高管理 1件

セメント・コンクリート
舗装工事 本工事の現場施工・施工管理 1件

しゅんせつ工事 本工事の現場施工・施工管理 1件
暖冷房衛生設備工事 本工事の現場施工・施工管理 2件
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総合評価落札方式における生産性向上の取組評価

内 容

１．はじめに

２．総合評価落札方式の課題

３．多様な入札の取り組み

４．生産性向上の試行の取り組み

５．おわりに
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〇 リスクを伴う工事で，確実に履行でき，オーバースペックにならな
い提案は，要素技術中心

⇒ 技術提案の得点差縮小，調査基準価格付近での応札が多い

〇技術提案・交渉方式，災害復旧における随意契約・指名競争入札
，フレームワーク方式等の多様な入札契約方式を積極的に活用

〇 リスク，緊急性，不調・不落等の課題が少ない工事に総合評価落
札方式を適用し，生産性向上に関する意欲的提案を求める

○総合評価落札方式，技術提案・交渉方式（必要に応じて支払実態
確認）での生産性向上の取組をフォローアップし，展開を図る

〇支払実態確認による価格と技術による競争の適正化を検討

５．おわりに
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ご静聴ありがとうございました．


